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特別活動

学級活動(1) 学級活動(2)(3)

➊ 必要感のある議題を学級全員で決定できるよう ① 題材を自分事として捉え、問題意識を高めるこ
日頃から様々な関わりの中で、よりよい学級・学 とができるよう、アンケートや資料等を活用する
校生活づくりへの児童生徒の問題意識を喚起する ② 自分に合った具体的な実践目標や解決方法を意

➋ よりよい合意形成が図られるよう、意見の違い 思決定できるよう、「学級での話合い」を生かし
を大切にし、多様な意見のよさを生かすとともに て、自分の考えを広げたり、自己の課題について
発達の段階に即した指導を行う。 多面的・多角的に考えたりする場面を設定する。

➌ 決めたことを協働して実践し、その成果や課題 ③ 決めたことを粘り強く実践し、現在や将来の生
を実感できるよう、事後の活動の充実を図るとと 活について意識することができるよう、定期的に
もに、実践の様子や振り返りを掲示するなどして 振り返りの時間を設定し、実践状況を確認し合っ
共有する。 たり、目標の見直しを図ったりする。

学級活動(1)～(3)の特質の違いを踏まえるとともに、事前・本時・事後の一連の学習過程の中で、「目指す児童生
徒の姿」を具体的に設定して評価に生かしたり、補助簿を活用して顕著な事項を記録しておいたりするなど、効果的
で効率的な評価となるよう配慮する。

、

。
。

、

授業づくりのポイント（学級活動）

小学校第４学年 議題「４年２組の歌をつくろう」 (1)ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決

児童の活動（事前・事後）
指導上の留意点

◎目指す児童の姿
話合いの順序（本時） 【観点】

・替え歌で作成するこ ・候補曲それぞれのイ ◎学級の歌づくりへ
とを確認するととも メージを共有した上 の見通しをもち、
に、替え歌の基とな で、曲を決定できる 意欲的に取り組も

事 る曲の案を募集し、 ようにする。 うとしている。
みんなで決定する。 ・学級のよさを表す言 【主体的態度】

前 ・学級のよさを表す替 葉について、１人１ ◎学級のよさを表す

え歌の歌詞に入れた 台端末のアンケート 言葉をアンケート

い言葉を考える。 機能を使って募集で に書いている。
きるようにする。 【思考・判断・表現】

１ はじめの言葉 ・めあてをもって自分
２ 計画委員の自己紹 の役割に臨めるよう

介 助言する。
３ 議題の確認 ・提案者の思いや願い
４ 提案理由や話合い を全員が理解し、学

のめあての確認 級全員の課題である
５ 決まっていること ことを確認できるよ

の確認と曲の確認 うにする。

６ 話合い ・合意形成する際に、 ◎提案理由等を視点
話し合うこと(1) 学級のよさを表して に、よりよい意見

本 「歌詞に入れる言葉 いる要素は何なのか はどれか比べ合っ
を決めよう」 を考えることができ ている。

時 るよう助言する。 ◎合意形成に向けて
話し合うこと(2) ・これまでの経験を基 意見のよさを生か
「みんなで楽しく歌 に、必要な係は事前 したり創意工夫し
うために必要な係を に短冊を用意してお たりしている。
決めよう」 き、今回新たに加え 【思考・判断・表現】

るべき係に絞って話
し合えるようにする

７ 決まったことの発 ・よかった点や課題に
表 ついて自己評価し、

８ 話合いの振り返り 互いのよかった点等
９ 先生の話 についても相互評価
10 おわりの言葉 できるよう助言する

・係ごとに協力して活 ・主体的に活動できる ◎これまでの活動を
動に取り組む。 よう進捗状況を確認 振り返り、自他の

事 ・完成した歌をみんな し、声掛けを行う。 よさやがんばりに

で歌う。 ・学級生活をよりよく
気付いたり、次の

後 ・これまでの活動を振 していくことができ 活動に生かそうと

り返って感想を書く るという実感がもて したりしている。

るよう助言する。 【主体的態度】

。

、

。

十分満足できる活
動の状況を的確に見
取るため、具体的な
児童の姿をいくつか
想定しておきます。

◇本時のねらい 学級のよさや互いのがんばりを認め合う「学級の歌」をつくるために、多様な意見の
よさを生かしながら、歌詞に入れる言葉や必要な役割を考えることができるようにする。

現状と目指す姿を
共有した上で、提案
理由や決まっている
こと、実践の目的等
を踏まえ、課題の解
決に向けて話し合う
ことができるように
します。 ➊

次の課題

解決へ

問題の発

見・確認

解決方法

等の

話合い

解決方法

の決定

決めたこ

との実践

振り返り

アンケートの集計
や結果の提示などに
ＩＣＴ機器を効果的
に活用します。イン
タビューや映像、写
真等を活用すること
も有効です。 ➊

一連の活動で、ど
のように学級が変容
したのかについて振
り返るとともに、自
分や友達が主体的に
関わることによって
学級生活がよりよく
なったことを実感で
きるようにします。

➌

自分と異なる意見
や少数の意見も尊重
して、合意形成を図
ることができるよう
にします。 ➋

学習過程に即して評
価の観点を重点化し、
それぞれの過程でどの
ような資質・能力を育
みたいのかを明確にす
ることが大切です。

※数字は活動例と対応

各活動の特質を踏まえた児童生徒の自主的、実践的活動の充実

参画意識を高め、自治的能力を育むことを大切にした活動例 ～学級活動(1)～

。

、


